
                                              津市立誠之小学校 

誠之小だより          令和５年度  第７号 

＜学校教育目標＞ 自ら学び心豊かでたくましい子どもを育てる １２月 ４日(月)(文責 校長) 

 １１月２５日（土）に開催した「誠之小学校 人権学習発表会」を参観していただきあり

がとうございました。たくさんの保護者の方に参観していただき、日頃の学習の成果をしっ

かりと発表することができました。 

 どの学年の子どもたちも、この１年間のテーマに沿って学習（活動）してきた内容を振り

返りながら発表をがんばっていたように思います。改めて簡単に紹介します。 

   
☝１年 ひろがれえがお 

～みんな 大すき～ 

家の仕事（そうじ・食事の用意・

片づけ・洗濯物たたみなど）に挑

戦し、普段家族が自分たちの為

にしてくれていることについて

学びました。そして、自分が家族

にすごく大切にされているとい

うことがわかりました。 

☝２年 これまでのわたし これから

のわたし～大きくなったよ～！ 

自分の誕生から今までのことを

自分たちで調べ、助産師さんから

も赤ちゃんの誕生について学習

しました。家族の愛情に包まれて

誕生したことや、自分の名前に願

いが込められていることもわか

りました。 

☝３年 この町、大すき 

久居農林高校との交流で高校生

からたくさんの優しさをもらっ

たり、校区探検で出会った地域

の方々の地域に対する熱い思い

に触れたりすることができ、誠

之地区のことが一層好きになっ

たようです。そんな町に住んで

いる自分について考えました。 

   

☝４年ともに支えあって生きる 

福祉をテーマに、疑似体験やﾊﾞﾘ

ｱﾌﾘｰ、ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝについて学

習しました。また、障がいのある

方との出会いを通して、障がい

についての理解と、その人の考

え方や生き方など障がい者理解

の両方が大切だと気付きまし

た。歌声も素敵でした。 

☝５年 世界の国々を知ることから 

外国につながる人との出会いを

通して、その国の文化や習慣につ

いて学びました。外国にも許して

はならない差別があることを知

りました。自分たちに指を向けて

振り返り、身近にあるおかしいな

と思うことを見逃がさないとい

う思いを伝えました。 

☝６年 よりよい未来へ 

気づきを行動に 

校長室前の「加川一郎さんの絵」

がなぜ学校にあるのかをきっか

けに、ハンセン病と差別の実態

について学びました。現在のコ

ロナも同様の危険性があるこ

と、自分たちにできることを考

える大切さについて発表しまし

た。 

学校ＨＰ 



学校では１年間の教育活動を評価し、改善につなげるための目的で「誠之小学校教育活動

アンケート」を実施しています。アンケートは、子どもたち、保護者の皆さん、教員の３者

に同じような観点（質問内容）で質問するものになっています。３者の評価のちがいについ

ても分析を進めるうえで重要なポイントになります。 

 なお、保護者用学校アンケートは、「まちこみメール」と「マイクロソフトフォーム」を

連動させた、ネットアンケートで回答していただく方法をとります。 

 （子どもたち、教員アンケートは、ロイロノートで実施します。） 

１２月８日（金）に「まちこみメール」で、学年ごとに回答フォームを

配信（回答フォームにリンクさせるＵＲＬです）します。１２月１８日

（月）までにネット上に提出してください。アンケートは無記名形式に

なっているとともに、質問項目の最後に自由形式の書き込み蘭もありま

すので、忌憚のないご意見をお願いします。 

 

【体罰及びわいせつにかかるアンケートのご協力ありがとうございました】 

 先月、実施しました児童に対するアンケートのご協力ありがとうございました。アンケー

トの結果は問題ありませんでしたが、引き続き、全教職員が児童一人一人に応じたきめ細か

な対応に努めてまいります。よろしくお願いいたします。 

誠之小学校は、旧久居藤堂藩

の「藩校（久居義塾）」として、慶応２年

（１８６６年）に誕生しました。そして、

明治新政府のもと明治５年に公布され

た「学制」に基づき、明治６年（１８７３年）１２月１日に「久居上大手町小学校（久居学

校）」に校名を変更し、創立しました。今年で、創立１５０年を迎えました。 

 12 月 1 日（金）の創立 150 周年記念行事では、久居城下案内人の方々から誠之小学校の

歴史について教えてもらったり、児童会によるクイズやダンスなど行ったりしで創立 150周

年をお祝いしました。児童はもちろん教職員一同は、この伝統ある誠之小学校の一員である

ことを誇りに思う 1日となりました。 

 

  



 

 

 

 

 


